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市
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
「
第
２
次

南
魚
沼
市
総
合
計
画
」（
以
下
、総
合
計
画
）

を
策
定
し
、
将
来
像
「
自
然
・
人
・
産
業

の
和
で
築
く　

安
心
の
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
人
口
減
少
と
地
域
創
生
に

関
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
総
合
計

画
の
施
策
を
分
野
横
断
的
に
捉
え
、
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
実
践
的
に
取
り

組
む
た
め
、「
南
魚
沼
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
以
下
、
総
合

戦
略
）
を
平
成
27
年
10
月
に
策
定
し
、
取

り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
変
化
し
ま
し
た
。
特
に
人
口

減
少
や
少
子
化
・
高
齢
化
は
、
地
域
の
暮

ら
し
や
産
業
の
構
造
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
や
感

染
症
へ
の
備
え
、
新
し
い
技
術
や
産
業
の

展
開
、
国
際
化
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
視
点
で
の
取
り
組

み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
と
必
要
性
を

踏
ま
え
、
よ
り
的
確
な
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
特
に
人
口
減
少

へ
の
対
応
を
実
践
的
に
推
進
す
る
た
め
、

総
合
計
画
に
第
２
期
と
な
る
総
合
戦
略
の

役
割
を
「
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

組
み
込
ん
だ
「
第
２
次
南
魚
沼
市
総
合
計

画 

後
期
基
本
計
画
」（
以
下
、
本
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

計�

画
期
間

　

平
成
28
年
度
～
令
和
７
年
度（
10
年
間
）

　

基
本
構
想
に
定
め
る
政
策
の
大
綱
ご
と

に
施
策
と
そ
の
基
本
方
針
を
示
し
、
そ
こ

か
ら
展
開
す
る
具
体
的
施
策
と
主
要
な
事

業
を
示
し
ま
す
。

計�

画
期
間

　

平
成
28
年
度
～
令
和
７
年
度（
10
年
間
）

※�

中
間
年
の
見
直
し
を
経
て
前
期
・
後
期

そ
れ
ぞ
れ
５
年
間
の
計
画

前�

期
計
画
期
間

　

平
成
28
年
度
～
令
和
２
年
度

後
期
計
画（
本
計
画
）期
間

　

令
和
３
年
度
～
令
和
７
年
度　
　
　

　

基
本
計
画
で
掲
げ
た
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
事
業
計
画
で
、
毎
年
度
の
予
算
編

成
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

計
画
期
間　

３
年
間

※�

向
こ
う
３
年
間
を
見
据
え
た
も
の
と
し

て
毎
年
度
見
直
す
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式

問 

企
画
政
策
課

☎
７
７
３
・
６
６
７
２

第
２
次
南
魚
沼
市
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」「
基
本
計

画
」「
実
施
計
画
」
の
３
層
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
本
計
画
は
、
こ
の
「
基

本
構
想
」
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、「
前

期
基
本
計
画
」
の
見
直
し
を
踏
ま
え
た
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
将
来
像
、

目
標
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
を
図
る

た
め
の
政
策
の
大
綱
を
定
め
る
も
の
で

す
。

 

本
計
画
の
構
成
と
期
間

 

基
本
計
画

 

基
本
構
想

 

実
施
計
画

自然

産業 人

将来像　自然・人・産業の和で築く 安心のまち

安心のまち安心のまち

実施計画（3年間） 毎年ローリング

前期基本計画（前期5年間）

基本構想（10年間）

平成28年度～令和2年度
（2016年度～2020年度）

令和3年度～令和7年度
（2021年度～2025年度）

総合計画の構成

総合計画の期間

総合戦略（6年間） 戦略プロジェクト（5年間）

【本計画】
後期基本計画（後期5年間）

基本構想基本構想

基本計画基本計画

実施計画実施計画
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将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
４
つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
６
分
野
の
政
策
大
綱
に
４

つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
込
み
、
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る

健
康
・
福
祉
・
子
育
て
の
ま
ち

　

人
口
減
少
は
、
近
隣
関
係
の
希
薄
化
や

経
済
活
動
の
縮
小
と
い
っ
た
社
会
経
済
状

況
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
地
域
の
「
人
と
人

の
和
」
を
基
礎
と
し
て
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
互
い
に
支
え
あ
い
、
生
涯
現

役
で
健
康
で
い
き
い
き
と
自
立
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
「
南
魚
沼
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
の
実
施

●�

持
続
可
能
な
市
立
病
院
の
運
営
体
制
の

構
築

●�

各
種
医
療
費
の
助
成
（
不
妊
治
療
、
妊

産
婦
、
子
ど
も
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
重

度
心
身
障
が
い
者
）

●�

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目

の
な
い
相
談
支
援
体
制
の
整
備
（
こ
ど

も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
）

●�

筋
力
づ
く
り
教
室
の
実
施
と
筋
力
づ
く

り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む

喜
び
の
あ
る
ま
ち

　
「
地
域
の
最
大
の
課
題
は
ひ
と
づ
く
り
」

と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
を
育
み

な
が
ら
、
す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
由
に
学
べ
る
学
習
の
機
会
を
拡

充
し
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
、
地
域
、
行
政

が
互
い
に
連
携
し
て
支
え
あ
い
、
地
域
社

会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
充
実
し
た
教

育
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性

を
い
か
し
た
野
外
・
環
境
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

●
中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業

●
「
Ｇ
ギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
実
現

　
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
※
）環
境
の
整
備
）

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
：
情
報
通
信
技
術
の
こ
と

●�

小
中
学
校
の
改
修
・
改
築
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
改
築

●
生
涯
学
習
活
動
の
支
援

●�

Ｒラ

イ

ド

Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｏオ
ンＮ 

南
魚
沼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
自
転
車
を
軸
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
力
と

地
域
資
源
活
用
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
）

●
大
原
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

●
特
別
支
援
教
育
の
充
実

●�

不
登
校
な
ど
の
子
ど
も
や
若
者
の
相
談

対
応
や
居
場
所
づ
く
り

 
施
策
の
体
系

 

本
計
画
の
主
な
取
り
組
み

 

施
策
大
綱
２

　
教
育
・
文
化

 

施
策
大
綱
１
　
保
健
・
医
療
・
福
祉

将来像　自然・人・産業の和で築く 安心のまち

基
本
理
念

政
策
大
網

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 基本理念 1

郷土を愛し、一人ひとりがつくるまち

 政策大網 1

保健・医療・福祉

Ⅰ 産業振興・働きやすいまち

プロジェクト

Ⅱ 移住定住・人の流れをつくる

プロジェクト

Ⅲ 子ども・子育て応援

プロジェクト

Ⅳ 全員活躍のまち

プロジェクト

 政策大網 2

教育・文化

 政策大網 5

産業振興

 政策大網 3

環境共生

 政策大網 6

行財政改革・市民参画

 政策大網 4

都市基盤

 基本理念 3

力強い産業が育ち、

働く魅力がたくさんあるまち

 基本理念 4

新しい課題に柔軟に対応する

行政組織をもつまち

 基本理念 2

人の和で支えあう安心のまち
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豊
か
な
自
然
を
守
り
、そ
し
て
共
に
生
き
、

１
０
０
年
後
に
引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

　

環
境
問
題
は
地
球
規
模
で
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
あ
り
、
小
さ
な
取
り
組
み
の
積

み
重
ね
と
継
続
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
次
代
に
継
承
し
、
限

り
あ
る
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

を
図
り
、
地
域
内
で
完
結
す
る
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
公
害
の
発
生
を
防
止
す
る

た
め
、
観
測
体
制
の
整
備
と
事
業
者
な
ど

へ
の
指
導
・
監
督
を
強
化
し
、
防
止
対
策

の
研
究
と
普
及
を
図
り
ま
す
。

●
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

●
お
い
し
い
食
べ
き
り
運
動

●�

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
、
薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助

●
地
盤
沈
下
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動

住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

　

地
域
の
特
性
や
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち

な
み
景
観
と
適
正
な
土
地
利
用
を
促
進

し
、
災
害
や
雪
に
強
く
、
ひ
と
に
や
さ
し

い
、
秩
序
あ
る
快
適
な
都
市
基
盤
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
交
通
シ
ス
テ

ム
や
生
活
道
路
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
し
、
交
通
事
故

の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
、
交
通
安
全
意
識

の
向
上
と
事
故
防
止
の
環
境
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

●�

市
民
バ
ス
の
運
行
、
路
線
バ
ス
へ
の
運

行
補
助

●
除
雪
・
消
雪
に
よ
る
冬
期
の
交
通
の
確

　

保
●
公
営
住
宅
の
再
編

●�

み
ん
な
住ス

マ
イ
ル
改
修
補
助
金
（
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
へ
の
補
助
）

●�

上
水
道
水
源
の
効
率
的
で
安
定
的
な
確

　

保
●
下
水
道
処
理
施
設
の
統
合

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然
や
人
に
や

さ
し
く 

力
強
い
産
業
の
ま
ち

　

豊
か
な
農
作
物
を
産
す
る
農
業
や
林

業
、
高
速
交
通
網
の
利
便
性
を
い
か
し
た

商
工
業
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
的

資
源
を
い
か
し
た
観
光
業
な
ど
、
産
業
構

造
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
力
強
い
産
業
の

ま
ち
を
築
き
、
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
を

図
り
ま
す
。

　

高
速
交
通
網
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る

地
域
情
報
の
積
極
的
な
発
信
、
個
性
あ
る

地
域
資
源
を
い
か
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

創
造
と
販
売
経
路
の
拡
充
を
図
り
、
人
々

が
集
う
、
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

●�

南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
と
し
た

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
や
消
費
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み

●�

「
育
て
る
」
か
ら
「
利
用
す
る
」
に
つ

な
が
る
循
環
型
の
森
林
整
備
（
作
業
道

の
整
備
、
森
林
の
保
育
・
除
間
伐
、
南

魚
沼
の
木
で
家
づ
く
り
事
業
）

●�

雪
資
源
を
活
用
し
た
農
産
物
な
ど
の
高

付
加
価
値
化

●�

「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
雇
用
促
進
の
た
め
の
企
業
へ
の
助
成

●�

起
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
へ
の
支

援
世
界
に
ひ
ら
く

市
民
が
誇
り
を
も
て
る
ま
ち

　

市
民
、
産
業
界
、
教
育
機
関
、
金
融
機

関
、
医
療
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体

と
の
協
働
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
で
き
る
公
正
で
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
市
政
な
ど
の
情
報

公
開
を
推
進
し
ま
す
。

　

総
合
的
な
都
市
機
能
の
維
持
・
向
上
に

よ
り
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
人
材
の

市
内
定
着
・
回
帰
と
、
地
域
間
連
携
・
交

流
の
活
性
化
や
、
総
合
的
な
少
子
化
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

　

性
別
や
人
種
、
国
籍
、
文
化
な
ど
を
超

え
た
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
共
感
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
多
様
な
人
々
の
交
流

に
よ
る
地
域
の
賑
わ
い
や
地
域
に
対
す
る

誇
り
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

●�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
（
地
域

づ
く
り
協
議
会
へ
の
支
援
、
集
落
集
会

所
整
備
・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
へ
の
補
助
）

●�

防
災
体
制
の
強
化
（
防
災
ラ
ジ
オ
の
購

入
補
助
、
防
災
マ
ッ
プ
の
配
布
）

●�

近
隣
自
治
体
や
友
好
都
市
と
の
広
域
的

な
連
携

●�

移
住
・
定
住
の
促
進
（
若
者
向
け
無
料

帰
省
バ
ス
、
首
都
圏
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、

各
種
交
流
イ
ベ
ン
ト
、「
Ｌラ

イ

フ

Ｉ
Ｆ
Ｅ 

ｉイ
ンｎ
」
に
よ
る
情
報
発
信
）

●�

雪
資
源
活
用
（
雪
冷
房
に
よ
る
暑
さ
対

策
、
雪
の
魅
力
発
信
）

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み

　

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
） 

と
本
計
画
の
基
本
施
策
（
33
施
策
） 

に
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
よ
る
成
果
の
達

成
度
合
い
を
測
る
た
め
の
指
標
と
目
標
値

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
取
り
組
み
の
進
捗
状
況

を
測
る
た
め
の
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
） 

を
設
定
し
、
そ
れ
を
す
べ
て
基
本

施
策
の
指
標
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
目
標

の
達
成
に
向
け
た
一
体
的
な
評
価
と
検
証

に
基
づ
く
進
行
管
理
を
行
い
ま
す
。

 

数
値
目
標
・
施
策
の
達
成
目
標

　

本
計
画
の
詳
細
は
、
冊
子
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
冊
子
は
、
本
庁
舎
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
、
図
書
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
総
合

計
画
」
で
検
索
）
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

 
施
策
大
綱
３
（
環
境
共
生
）

 

施
策
大
綱
４
（
都
市
基
盤
）

 

施
策
大
綱
５
（
産
業
振
興
）

 

施
策
大
綱
６
（
行
財
政
改
革
・
市
民
参
画
）
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本
計
画
策
定
に
合
わ
せ
て
、
人
口
の
将
来
展
望
を
示
す
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
改
訂
し

ま
し
た
。「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
南
魚
沼
市
の
人
口
推
移
を
見
通
す
も
の
で
、
目
標
と
す

べ
き
人
口
規
模
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
国
際
社
会
全
体
の
２
０
３
０
年
ま
で
の
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
要
素
を
本
計
画
に
反
映
し
て
分
野
横
断
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
介
し
た
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

６
分
野
の
政
策
大
綱
ご
と
に
取
り
組
む
施
策
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
と

位
置
づ
け
て
推
進
し
ま
す
。

 
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

 

南
魚
沼
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
人
口
の
将
来
展
望

•転入の拡大
•転出の抑制
•出生数の確保
•健康長寿の推進

•「将来の方向性」の実現に向けた取り組みを推進することにより、令和47年（2065）年の
　総人口33,000人をめざす
•そのための中間目標として、令和7年（2025）年の総人口53,000人、令和27年（2045）年の
　総人口42,000人をめざす

•移住・定住促進による安定した地域構造の維持
•安心して子育てできる環境づくり
•誰もが活躍できる環境づくり
•国籍などにかかわらず誰もが暮らしやすいまちづくり

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

総人口
53,000人

（中間目標）

総人口
42,000人

（中間目標）

総人口

33,000人

52,73452,734

44,30844,308
41,32641,326

29,89729,897

34,31034,310
32,60632,606

27,02627,026

39,34839,348
42,85142,851

58,56858,568
61,62461,624

52,51452,514

平成22
（2010）

平成27
（2015）

令和2
（2020）

令和7
（2025）

令和12
（2030）

令和17
（2035）

令和22
（2040）

令和27
（2045）

令和32
（2050）

令和37
（2055）

令和42
（2060）

令和47（年）
（2065）

南魚沼市の独自推計

国勢調査の結果に基づく推計（社人研準拠推計）

資料：平成27（2015）年まで国勢調査、
「国勢調査に基づく推計値（社人研準拠推計）」は「日本の地域別将来推計人口」（社人研）
平成30（2018）年3月公表の推計値

めざす将来の人口規模

めざす姿 将来の方向性

（人）
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南魚沼市プレミアム付商品券の販売と購入引換券（はがき）の送付
【問合せ】南魚沼市プレミアム付商品券事業実施協議会
　　　　　事務局：一般社団法人 南魚沼市まちづくり推進機構　☎７７８・０５１１

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い影響を受けている地域経済の活性化を図り、市内商工業事業者の
支援を目的に、プレミアム付商品券（以下、商品券）を販売します。商品券の購入には購入引換券（以下、
引換券）が必要です。引換券は順次、はがきで送付します。

引換券送付対象者　６月１日㈫現在の世帯主
※�商品券は対象となるすべての世帯分の用意があ

ります。慌てずご購入ください
引換券送付時期　６月 11 日㈮以降
販売金額　１冊 10,000 円分（1,000 円券を 10 枚）
　の商品券を、7,500 円で販売します。
※商品券は、共通券４枚と限定券６枚のセットです
 共通券 　取扱店全店で使えます
 限定券 　�大型店舗、チェーン店などを除く店舗で

使えます
購入冊数　１世帯５冊まで
販売期間　６月 21 日㈪～９月 30 日㈭
購入方法　販売窓口で引換券を提示して、現金で購入
※引換券の再発行は行いません。ご注意ください
使用期間　６月 21 日㈪～令和４年１月 31 日㈪

災 害 に
備 え て 防災コーナー

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎７７３・６６６０

地震による家具の転倒対策をしていますか？
　平成７年の阪神・淡路大震災では、建物の中でけがをした人の約半数
は家具の転倒や落下が原因だったという調査結果があります。転倒した
家具の下敷きになったり、割れたガラスによってけがをしたり、最悪の
場合、死亡することもあります。また、家具が転倒すると、避難の妨げ
になる場合もあります。
　こうした家具の転倒などは、転倒防止用の器具の取り付けやガラスの
飛散防止シートの貼り付けなどで防ぐことができます。大地震では家具
は必ず倒れるものと考え、「自分の命は自分で守る」ため、家具の転倒
対策をしましょう。

販売窓口 販売時間 備考

南魚沼市観光協会（道の駅 南魚沼内）

9：00 ～ 17：00

―
うおぬま・浦佐駅観光案内所「ＭＹＵ」 火曜日を除く
六日町駅観光案内所 水曜日を除く
市内の郵便局
※簡易郵便局では取り扱いません 土日祝日を除く

使用できる店舗　南魚沼市プレミアム付商品券取
　扱店で利用できます。
※詳しくは、次のウェブサイトか QR コードから
　ご覧ください
　http://minamiuonumapv.info

商品券で購入できないもの

・不動産や金融商品
・たばこ
・商品券やプリペイドカードなど換金性の高いもの
・国税、地方税や使用料などの公租公課
・電気、ガス、水道などの料金
注意事項

・商品券購入後の返金はできません
・商品券の転売、換金、譲渡はできません
・商品券の使用に対しておつりはでません
・未使用分の払い戻しはできません

販売窓口
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引き続き新型コロナウイルス感染防止対策に取り組みましょう
【問合せ】保健課　☎７７３・６８１１

　市内で新型コロナウイルス感染症患者が断続的に発生し、家庭内での感染が増えてきています。大切
な家族を守り、市内での感染拡大を防ぐため、気を緩めることなくみんなで感染防止に取り組みましょう。

家庭内感染防止のポイント

基本的な感染対策を徹底して続けましょう

屋外から帰宅したときは、すぐに手洗い、

または手指を消毒する。

食事は時間帯を分けるなど、できれば

別々にとる。

トイレ、お風呂など、家族で共用する場

所は、使い終わったつど、個々人で消毒

する。

ハンドタオル、フェイスタオルなどは、

共用せずに、個々別々に。

つねに家族の健康状態に注意を払い、発熱・咳など、少しでも体調不良が見られたら

早期に電話相談を。

料理は、大皿に盛らずに、個々に取り

分ける。

家庭内でもマスクを着用する。

かかりつけ医、または新潟県新型コロナ受診・相談センター

　☎０２５・２５６・８２７５ 毎日24時間対応（土・日曜日、祝日含む）
にご相談ください

まずは
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次世代につなげる
　　企業からのメッセージ

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します

ネクスト

Minami  Uonuma  NEXT
エム ユー

〒 949-7245　南魚沼市穴地 14 番地１
☎７８０・１１５５　FAX ７８０・１１５０

特別養護老人ホーム　雪椿の里

シリーズ ⑲

　雪椿の里は、「四季の自然豊かな、住みなれたこの地域でくらし続けたい」という思いを支える施設を
めざし、開設から 10 年目を迎えました。利用者が住む居室はすべて個室（定員 70 人）で、プライバシー
や尊厳を大切にするとともに、10 人単位でアットホームなサービスを提供する「ユニットケア」の特徴
を生かした介護を行っています。また、越後杉を随所に使い、掛け流しの天然温泉、効率の良い床暖房
などを整備し、さまざまなぬくもりを感じられる施設となっています。
　ショートステイ（定員 20 人）、デイサービス（定員 20 人）、認知症対応型デイサービス（定員 10 人）、
居宅介護支援事業所を併設し、「人の尊さを育む心」を基本理念に、職員一同研さんを積み、真心を込め
たサービスの提供をめざして取り組んでいます。

今の仕事や職場について語ってもらいました

Q介護の仕事をするきっ  

　かけは何ですか。

　テレビで介護や障が
いに関する特集番組を
見 た こ と で 関 心 を 持
ち、この道に進みたい
と思いました。
　専門学校で介護福祉
士の資格を取得し、今
の職場に勤めて５年目
になりました。

次世代につなぐ職員

田原 江莉さん

社会福祉法人　八海福祉会

Q 実際に働いてみて、介護の仕事への考え方は変 

　わりましたか。

　専門学校で１か月の実習期間に実技を学びま
したが、実際に働いてみると、毎日の介護記録
などの事務仕事や、利用者の家族との調整、看
護師・ケアマネジャーとの連携なども必要だと
いうことを学びました。チームで連携すること
が重要で、小さなことでも「報告・連絡・相談」
がとても大切だと感じています。

Q 仕事の内容や、勤務体制を教えてください。

　日勤勤務で、利用者の食事、排せつ、入浴の
介助などを行っています。日曜日・祝日の休み
は家族と一緒に過ごす日にしています。

Q 介護職の魅力、やりがいを教えてください。

　朝のあいさつと笑顔を心がけています。利用者
から「ありがとう」や「あなたがいてくれてよかっ
た」と感謝の言葉をかけてもらうと、自分のこと
を必要としてくれる人がいると感じ、何よりも励
みになっています。

Q 仕事の中でどんな時が大変ですか。

　「家に帰りたい」などの訴えをする利用者は、
行動が落ち着かなくなり、動き回ることで転倒の
危険が高まるため、配慮が必要になります。高齢
者はあざができやすいため、介助する時は力の入
れ方に非常に気をつけています。今は通常業務の
ほかに、新型コロナウイルス感染症の予防対策も
あり大変です。仕事以外でも、外出は必要最低限
とする生活をしています。

Q 今後の目標などを聞かせてください。

　今は、仕事と子育てを両立していくことに必死
です。職場では妊娠中から子育てへの理解や配慮
をしてもらい、育児休業も取得できました。子育
てが落ち着いたら、いずれは夜間勤務にも復帰し、
仕事で返したいと思います。
　介護の仕事は誰でもできる仕事です。人と接す
ることが好きな人は向いていると思います。少し
でも興味があればぜひ、一緒に働きませんか。
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
本
誌
に
掲
載

し
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は

中
止
や
延
期
・
内
容
が
変
更
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報

は
、
各
問
合
せ
先
へ
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

普
通
救
命
講
習
の
内
容
に
加

え
、
止
血
法
、
傷
病
者
管
理
法
、

外
傷
手
当
の
要
領
や
搬
送
法
な
ど

の
講
義
と
実
技
を
行
い
ま
す
。
初

め
て
の
人
も
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日�

７
月
４
日
㈰　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

会
南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
20
人

費
無
料

〆
６
月
27
日
㈰

他

 

・�
昼
食
は
各
自
で
用
意
く
だ
さ
い

 

・��

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す

 

・��

必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
実
技

の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ

さ
い

　
「
今
よ
り
も
う
少
し
楽
な
気
持

ち
で
人
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
」を
、め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
ず
は
、
少
人
数
で
簡
単
な
ゲ
ー

ム
感
覚
で
楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

日
６
月
17
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

対�

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～

39
歳
の
若
者

〆
６
月
11
日
㈮

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

①
測
定
基
礎
コ
ー
ス

対�

測
定
の
基
礎
を
学
び
た
い
、
も

の
づ
く
り
業
務
に
携
わ
っ
て
間

も
な
い
人

日
６
月
11
日
㈮
・
18
日
㈮

〆
６
月
３
日
㈭

②�

シ
ー
ケ
ン
サ
ー
（
Ｐ
Ｌ
Ｃ
）
基

礎
コ
ー
ス

対�
リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス
が
わ
か

る
・
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が

で
き
る
人

日
６
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯

〆
６
月
10
日
㈭

③�

Ｉ
Ｔ
基
礎
講
座
（
Ｗ
ｅ
ｂ
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
）

対�

企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
担
当
者
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
・
用
語

が
わ
か
る
人

日
７
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

〆
６
月
30
日
㈬

①
～
③
共
通
事
項

時
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

定
10
人

費
４
，７
０
０
円

会
・
申
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

④
事
務
基
本
科
２
期

対�

パ
ソ
コ
ン
操
作
や
ソ
フ
ト
の
基

本
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
び
、

就
職
を
希
望
す
る
人

日
７
月
８
日
㈭
～
10
月
７
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
40
分

※
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く

会
Ａ
Ｂ
Ｃ
魚
沼
研
修
セ
ン
タ
ー　

　
〔
魚
沼
市
小
出
島
１
１
７
７
〕

定
15
人

〆
６
月
18
日
㈮

⑤
介
護
員
養
成
科
２
期

対�

介
護
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を

学
び
、
福
祉
や
介
護
分
野
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
人

日
７
月
30
日
㈮
～
９
月
29
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

※�

土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く

　

科
目
に
よ
り
時
間
の
変
更
あ
り

会�

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

〔
西
泉
田
〕

定
12
人

〆
７
月
８
日
㈭

④
⑤
共
通
事
項

費�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自

己
負
担
あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

対�

象
施
設　

２
年
以
上
営
業
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
装
工
事
（
以

下
、
改
装
工
事
）
後
も
営
業
を

継
続
す
る
市
内
の
飲
食
店
、
宿

泊
施
設

対�

象
工
事　

市
内
施
工
業
者
が
行

う
10
万
円
（
税
別
）
以
上
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
装
工
事
（
次
の

①
～
③
に
該
当
）

　

�

①
ト
イ
レ
の
整
備
、
②
腰
掛
便

座
・
手
す
り
・
ベ
ビ
ー
キ
ー

パ
ー
・
お
む
つ
交
換
台
の
設
置
、

③
出
入
口
や
通
路
の
拡
幅
・
段

差
解
消

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

　

１
／
２
（
上
限
50
万
円
）

※
千
円
未
満
切
り
捨
て

受
付
期
間

　

６
月
21
日
㈪
～
（
先
着
順
）

他
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

�（「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
検
索
）

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ
問問合せ  申申込み  日日時　  期期間

時時間　  会会場　  対対象　  資資格

定定員　  費費用　  〆締切　  内内容　

講講師　  相相談員  持持ち物  他その他　

Ｆファックス　　　 メール

問 �

新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル

☎
０
２
５
・
７
９
４
・
２
４
１
0

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

６
月
入
校
生
募
集

問
・
申 

子
ど
も
・
若
者
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

問
・
申 

商
工
観
光
課 

商
工
振

　

興
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
５

店
舗
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
装

工
事
補
助
金

催
し
・
講
座
・
募
集

問
・
申 

南
魚
沼
市
消
防
本
部

　

警
防
課 

救
急
係

 

☎
７
８
２
・
５
３
３
１

上
級
救
命
講
習

9　市報 みなみ魚沼　令和3年6月1日発行



催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
対
応

す
る
た
め
の
環
境
整
備
事
業
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

対�

象
施
設　

２
年
以
上
営
業
し
、

環
境
整
備
事
業
後
も
営
業
を
継

続
す
る
市
内
の
飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
、
宿
泊
業
に
属
す
る
施
設

対�

象
事
業　

３
密
解
消
や
飛
沫
感

染
、
接
触
感
染
の
防
止
に
つ
な

が
る
３
万
円
（
税
別
）
以
上
の

備
品
の
購
入
や
市
内
施
工
業
者

が
行
う
改
装
工
事
。
た
だ
し
、

既
存
設
備
の
買
替
え
、
リ
ー
ス

に
よ
る
導
入
、
マ
ス
ク
や
消
毒

液
な
ど
の
消
耗
品
費
の
購
入
は

対
象
外
。

補�

助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の　

１
／
２
（
上
限
20
万
円
、
た
だ

し
、
備
品
の
購
入
の
み
の
場
合

は
上
限
10
万
円
）

受
付
期
間

　

６
月
21
日
㈪
～
（
先
着
順
）

※�

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
新
し
い
生
活
様
式
」で
検
索
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
会
議

な
ど
を
開
催
す
る
方
法
や
、
主
催

者
（
ホ
ス
ト
）
側
が
行
う
操
作
を

学
び
ま
す
。

日
７
月
６
日
㈫

　

�

午
後
の
部　

午
後
２
時
～
３
時

（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
～
）

　

�

夜
間
の
部　

午
後
７
時
～
８
時 

（
受
付
：
午
後
６
時
30
分
～
）

※
両
部
と
も
同
じ
内
容

会
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

対�

市
内
在
住
の
人
（
小
学
生
か
ら

参
加
可
、
親
子
で
の
参
加
可
）

申
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

　

読
み
取
り
、
専

　

用
フ
ォ
ー
ム
か

　

ら
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

定
各
部
15
人
（
先
着
順
）

費
無
料

〆
６
月
29
日
㈫　

午
後
５
時

講�

一
般
社
団
法
人
愛
・
南
魚
沼
み

ら
い
塾
ス
タ
ッ
フ

持�
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
い
ず

れ
か
、
イ
ヤ
ホ
ン

※�

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
」で
検
索
）

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

日�

７
月
８
日
㈭　

午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
、
７
月
９
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
（
２
日
間
）

会�

十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
（
道
の
駅 

ク
ロ
ス
テ

ン
）〔
十
日
町
市
本
町
六

－

一

丁
目
71

－

26
〕

定
40
人

申�

込
期
間　

６
月
10
日
㈭
～
７
月

１
日
㈭

費
危
険
物
安
全
協
会
員

　
　
　
　
　
　
　

６
，０
０
０
円

　

非
会
員　
　
　

９
，０
０
０
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

４
，５
０
０
円

安全衛生教育

コース名 実施期間 曜日 問合せ・申込先

丸のこ等取扱作業従事者教育 7/7 水
キャタピラー教習所株式
会社 新潟教習センター
☎ 025･232･7611

刈払機取扱作業者に対する安全
衛生教育 7/15 木

職長・安全衛生責任者教育 7/20・21
（２日間） 火・水

足場の組立て等特別教育 7/19 月
建設業労働災害防止協会
新潟県支部中越駐在室
☎ 0258･86･8102

※申込者が少数の時は、開講できない場合があります。詳しくは、お問い合わせください

訓練コース　南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース
コース名 実施期間 曜日 時間

第１種電気学科 7/12 ～ 9/27（全 28 回） 月・木・金
18：30～21：30

簿記２級 7/12 ～ 11/17（全 35 回） 月・水

怒り＆イライラ防止研修 7/14 水 9：00～17：00

問
・
申 

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

☎
７
７
２
・
４
５
５
４　

Ｆ
７
７
８
・
１
１
５
８

７
月
訓
練
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

問�

・
申 

商
工
観
光
課 

商
工
振

興
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
５

新
し
い
生
活
様
式
対
応
店
舗

等
環
境
整
備
事
業
補
助
金

問 �

南
魚
沼
市
消
防
本
部  

予

防
課

☎
７
８
２
・
５
３
３
０

危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
四

類
受
験
準
備
講
習
会

問
・
申 

社
会
教
育
課 

生
涯
学

　

習
班

☎
７
７
３
・
６
６
１
０

市
民
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
第
２
弾
　
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
応

用
操
作
講
習
会
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
」
の
規
定
に
よ
る
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た

た
め
募
集
し
ま
す
。
選
任
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
人
数　

１
人

担
当
区
域　

大
巻
区
域

任�

期　

委
嘱
の
日
～
令
和
５
年
７

月
19
日

報
酬　

２
６
，０
０
０
円
（
月
額
）

※�

年
度
末
に
国
交
付
金
に
よ
る
実

績
加
算
あ
り

募
集
期
間　

６
月
30
日
㈬
ま
で

提
出
書
類　

推
薦
・
応
募
申
込
書

※�

募
集
要
項
、
提
出
書
類
は
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
。
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（「
農
地
係
」で
検
索
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

し
ま
す
。

対�

行
政
区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
防
犯

活
動
を
行
う
団
体

※
企
業
や
個
人
は
対
象
外

補
助
条
件
（
す
べ
て
に
該
当
）

 

・�

県
の
条
例
に
基
づ
く
防
犯
カ
メ

ラ
の
運
用
規
程
を
作
成
し
て
い

る

 

・�

設
置
場
所
の
所
有
者
の
同
意
を

得
て
い
る

 

・�

撮
影
範
囲
内
の
住
民
な
ど
の
同

意
を
得
て
い
る

 

・�

防
犯
カ
メ
ラ
を
継
続
し
て
１
年

以
上
設
置
す
る

 

・�

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
明
示
し

た
看
板
な
ど
を
設
置
す
る

 

・�

市
内
業
者
か
ら
購
入
し
た
防
犯

カ
メ
ラ
を
市
内
業
者
が
設
置
す

る
工
事

対
象
経
費

 
・�
防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
、
設
置
費

用

 

・�

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
明
示
し

た
看
板
な
ど
の
設
置
費
用

※�

土
地
・
建
物
の
賃
借
料
や
補
償

料
、
維
持
管
理
費
用
な
ど
は
対

象
外

補�

助
金
額　

対
象
経
費
の
１
／
２

（
上
限
10
万
円
）

※
１
，０
０
０
円
未
満
切
捨
て

申
請
期
間　

７
月
９
日
㈮
ま
で

※�

申
請
を
検
討
し
て
い
る
団
体
は

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、多
重
債
務
、

不
動
産
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
法

律
問
題
に
、
弁
護
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日�

６
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人
約
30
分
）

〆
６
月
16
日
㈬　

正
午

申�

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
受

付
：
午
前
9
時
～
午
後
4
時
）

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
お
受

け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

公
共
空
間
へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
行
政
区
な
ど
の
団
体
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

必�

要
書
類　

申
請
書
、
事
業
計
画

書
、
設
置
工
事
の
見
積
書
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
仕
様
書
、
撮
影
場

所
・
撮
影
範
囲
を
示
し
た
図

面
、
防
犯
カ
メ
ラ
運
用
規
程
の

写
し
、
団
体
の
規
約
・
役
員
名

簿
な
ど

他�

防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
規
程
を
作

成
す
る
際
は
、
南
魚
沼
警
察
署

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

梅
雨
時
期
は
、
雨
量
が
多
く
土

砂
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
気
象
情
報
な
ど

に
注
意
し
、
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。大
雨
の
際
は
、

地
方
気
象
台
が
発
表
す
る
「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
に
注
意
し
、
危

険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
山
や
崖
、
川
な
ど
で

異
常
な
箇
所
を
見
つ
け
た
ら
、
地

域
振
興
局
か
、
建
設
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

（
局
番
無
し
）
は
、
近
く
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
案
内
す
る
こ
と
で
、

消
費
生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を

お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　
「
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害

に
あ
っ
た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ

て
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
と
き
は
１
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の

電
話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１い
や
や
！

８
８
」
か
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

く
ら
し
・
相
談

問
・
申 
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
７
７
３
・
６
６
６
４

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
募
集

問
・
申 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
・
２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

問
・
申 

総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
０

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金

問 

南
魚
沼
地
域
振
興
局 

　

 

地
域
整
備
部 

治
水
課

☎
７
７
２
・
８
０
８
３

　

 

建
設
課 

維
持
管
理
班

☎
７
７
３
・
６
６
７
４

６
月
は

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

問 �

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
・
２
５
４
１

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

消費者ホットライン 188
イメージキャラクター

「イヤヤン」
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催
し
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講
座
・
募
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く
ら
し
・
相
談
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康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　

あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対�

市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
・
高
等
学
校
不
登
校
な
ど

に
悩
む
義
務
教
育
終
了
～
39
歳

の
若
者
ま
た
は
家
族

日
①
６
月
22
日
㈫

　
　

午
後
２
時
～
３
時

　

②
７
月
８
日
㈭

　
　

午
前
10
時
～
11
時

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

〆
①
６
月
18
日
㈮

　

②
７
月
６
日
㈫

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他�

相
談
員
に
よ
る
電
話
相
談
・
来

所
相
談
に
、
随
時
応
じ
ま
す

　

労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
に
、
社
会
保
険
労
務
士
や
労
働

い
た
だ
き
ま
す
。
作
業
後
に
も

業
者
が
声
を
お
か
け
し
ま
す
。

 

・�

留
守
で
も
作
業
を
行
い
ま
す
。

 

・��

作
業
を
行
う
５
～
20
分
程
度

は
、
水
が
使
え
ま
せ
ん
。

 

・��

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
い
た
り
、
駐
車
し
た
り
、

犬
を
近
く
に
つ
な
い
だ
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

費
無
料

取�

替
期
間　

６
月
、
７
月
～
10
月

の
毎
月
上
旬

対�

検
定
有
効
期
限
が
令
和
４
年

12
月
ま
で
の
水
道
メ
ー
タ
ー

（
メ
ー
タ
ー
の
蓋
の
裏
に
有
効

期
限
の
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
り

ま
す
）、
無
線
メ
ー
タ
ー
な
ど

※�

取
替
後
に
、
に
ご
り
水
や
空
気

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

少
し
の
間
、
水
を
出
し
続
け
る

と
解
消
し
ま
す

　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に

な
っ
た
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
と

相
談
所
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

日
６
月
27
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

相�

談
方
法　

面
談
、
電
話
、
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ

※�

面
談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
は
要

予
約

会�
長
岡
地
域
振
興
局
〔
長
岡
市
沖

田
２
丁
目
１
７
３
番
地
２
〕

※�
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で

検
定
有
効
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
検
定
有
効
期
間

が
満
了
と
な
る
メ
ー
タ
ー
な
ど
を

交
換
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
委
託
し
た
業
者
が
交
換
を

行
い
、
作
業
後
に
メ
ー
タ
ー
交
換

の
お
知
ら
せ
は
が
き
を
お
渡
し
し

ま
す
。

作
業
時
の
注
意
と
お
願
い

 

・��

交
換
作
業
の
た
め
、
業
者
が
声

を
か
け
、
敷
地
内
に
入
ら
せ
て

し
た
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
個
人
情
報
は
厳
守

し
ま
す
。

日�

６
月
５
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

～
４
時
（
受
付
：
午
後
３
時
ま

で
）

会�

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー 

大
会

議
室
〔
坂
戸
〕

費
無
料

※�

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。
当

日
会
場
で
の
申
し
込
み
も
可

　

環
境
意
識
の
向
上
と
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
た
め
、
指
定
ご
み
袋
は

バ
イ
オ
マ
ス
成
分
含
有
率
を
引
き

上
げ
た
も
の
に
切
り
替
え
ま
す
。

切�

替
の
時
期　

６
月
以
降

※�

指
定
ご
み
袋
取
扱
店
の
在
庫
状

況
に
よ
り
、
切
り
替
え
時
期
は

異
な
り
ま
す

切
替
対
象
の
ご
み
袋

　

�

南
魚
沼
市
（
六
日
町
・
塩
沢
地

域
）
指
定
の
ご
み
袋
の
全
種
類

※�

大
和
地
域
の
指
定
ご
み
袋
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん

販�
売
価
格　

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
ご
み
袋
の
特
徴

　

�

非
食
用
米
を
含
む
植
物
由
来
の

バ
イ
オ
マ
ス
成
分
が
25
％
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭
は
、
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
で
す
。
私
た
ち
の
財
産
で
あ

る
電
波
の
、
良
好
な
利
用
環
境
を

守
る
た
め
、
不
法
無
線
局
を
な
く

し
、
電
波
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う
。

　

電
波
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
次

の
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
と
違

法
な
無
線
設
備
の
情
報
に
関
す
る

こ
と

信
越
総
合
通
信
局 

監
視
調
査
課

　

☎
０
２
６
・
２
３
４
・
９
９
７
６

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受

信
障
害
に
関
す
る
こ
と

受
信
障
害
対
策
官

　

☎
０
２
６
・
２
３
４
・
９
９
９
１

問
・
申 
子
ど
も
・
若
者
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

［
相
談
専
用
］

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」
～
秘
密
厳
守
～

問 

廃
棄
物
対
策
課

☎
７
８
２

・

０
３
３
９

六
日
町
・
塩
沢
地
域
の
指
定

ご
み
袋
が
変
わ
り
ま
す

問 

水
道
課 

水
道
業
務
係

☎
７
７
４
・
３
１
４
１

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

問 

情
報
管
理
室 

情
報
管
理
係

☎
７
７
３
・
６
６
７
８

電
波
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！

問 

新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

☎
0
２
５
８
・
３
７
・
６
１
１
０

［
労
働
相
談
専
用
電
話
］

休
日
労
働
相
談
会

問
・
申 

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

　

新
潟
事
務
所

☎
０
２
５
・
２
２
３
・
１
１
３
０

「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」

弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
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催
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犬
の
飼
い
主
は
、１
年
に
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
さ
せ
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
集
合
注
射
で
接
種
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
獣
医
師
か
ら
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
体
調
不
良
な
ど
で
接
種
で

き
な
い
場
合
は
、
獣
医
師
か
ら
猶

予
の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
市
内
外
の
12
の
動
物
病

院
の
指
定
獣
医
師
に
事
務
委
託
を

し
て
、犬
の
登
録
手
続
き
や
鑑
札
、

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※�

指
定
獣
医
師
の
確
認
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
南
魚
沼
市

指
定
獣
医
師
」
で
検
索
）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

運
転
以
外
に
、
家
族
の
運
転
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
聴
覚
障
が
い
な
ど
が

あ
り
、
手
話
な
ど
に
よ
る
意
思
疎

通
を
希
望
す
る
人
に
、
意
思
疎
通

支
援
者
の
派
遣
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

意
思
疎
通
支
援
者
と
は

　

�

手
話
通
訳
士
・
手
話
通
訳
者
・

手
話
奉
仕
員
な
ど
で
市
の
登
録

を
受
け
た
人

対�
聴
覚
障
が
い
者
な
ど
で
市
内
に

住
所
を
有
す
る
人
か
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
団
体

派
遣
で
き
る
内
容

 

・�

市
役
所
で
の
各
種
手
続
き
を
行

う
場
合
な
ど

 

・��

地
域
活
動
に
参
加
す
る
場
合
な

ど
派
遣
で
き
な
い
場
合

 

・�

営
利
目
的

 

・�

政
治
団
体
や
宗
教
団
体
の
活
動

に
関
わ
る

 

・�

そ
の
他
派
遣
す
る
こ
と
が
適
当

　

障
が
い
者
手
帳
に
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
有
料

道
路
の
料
金
を
通
常
の
半
額
に
割

り
引
き
ま
す
。
車
は
１
台
の
み
登

録
で
き
ま
す
。

※�

車
の
所
有
者
な
ど
、
制
限
が
あ

り
ま
す

対�

身
体
障
が
い
者
手
帳
か
療
育
手

帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の

 

・�

交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

 

・��

車
検
証
（
所
有
者
の
氏
名
が
個

　

人
名
義
の
も
の
に
限
る
）

 

・��

運
転
免
許
証
（
障
が
い
者
本
人

が
運
転
す
る
場
合
）

※�

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
場
合
は
次

の
も
の
も
お
持
ち
く
だ
さ
い

 

・��

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
（
障
が
い
者
本

人
名
義
の
も
の
）

 

・��

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
管
理
番
号
が

確
認
で
き
る
も
の
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車

載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・

証
明
書
な
ど
）

他�

手
帳
の
等
級
に
よ
っ
て
、
本
人

で
な
い
と
市
長
が
認
め
た

他�

意
思
疎
通
支
援
者
と
の
日
程
調

整
後
に
派
遣
が
決
定
し
ま
す
。

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

�syougai@
city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

　

特
定
年
齢
の
人
を
対
象
に
、
成

人
歯
科
健
診
・
後
期
高
齢
者
歯
科

健
診
を
行
い
ま
す
。

対①
成
人
歯
科
健
診
［
保
健
課
］

 

・��

令
和
３
年
４
月
２
日
～
令
和

４
年
４
月
１
日
に
、
21
・
31
・

41
・
51
・
61
・
71
歳
に
な
る
人

（
５
月
に
通
知
済
み
）

 

・�

令
和
３
年
度
中
に
妊
娠
届
け
を

提
出
し
た
妊
婦

②
後
期
高
齢
者
歯
科
健
診［
市
民
課
］

　

�

令
和
３
年
４
月
２
日
～
令
和
４

年
４
月
１
日
に
76
・
80
歳
に
な

る
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者

①
②
共
通
事
項

費
無
料
（
治
療
費
は
自
己
負
担
）

検�

査
項
目　

問
診
・
口
腔
内
審
査
・

総
合
判
定
・
口
腔
衛
生
指
導

実�

施
期
間　

令
和
４
年
２
月
28
日

㈪
ま
で

※
妊
婦
は
通
年

申�

健
診
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
通
知
に
記
載
の
あ
る
歯
科

医
院
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
、
歩
行
が
困
難
な
人
が
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
の
制
度
で
、
申

請
に
よ
り
利
用
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
案
内
標
示
が
あ
る
駐
車
場
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対�

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
妊
産
婦

の
人
な
ど
、
歩
行
が
困
難
、
歩

行
に
配
慮
が
必
要
な
人

※�

等
級
な
ど
の
制
限
あ
り
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
申
請
に
必
要
な
も
の

　

交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
な
ど

問
・
申 

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

有
料
道
路
の
割
引

問
・
申 

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

意
思
疎
通
支
援
者
派
遣
事
業

問
・
申 

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

新
潟
県
お
も
い
や
り
駐
車
場
制
度

健
康
・
福
祉

問 

環
境
交
通
課

☎
７
７
３
・
６
６
６
６

狂
犬
病
予
防
注
射
は
済
み

ま
し
た
か
？

問 

保
健
課 

保
健
業
務
班 

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

　

 

市
民
課 

国
保
年
金
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

成
人
歯
科
健
診

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　

支
給
対
象
者
で
、
第
11
回
特
別

弔
慰
金
を
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い

人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
す

で
に
申
請
済
み
の
場
合
は
、
申

請
不
要

支
給
対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
）

 

・��

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
遺
族

 

・�

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
取
る
人
が
い
な
い

 

・�

次
の
順
位
に
よ
る
遺
族
１
人

　

１
．弔
慰
金
の
受
給
権
者

　

２
．戦
没
者
の
子
ど
も

　

３�

．戦
没
者
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、④
兄
弟
姉
妹（
戦

没
者
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
要
件
を
満
た
す
か
ど
う
か

で
順
番
が
変
わ
り
ま
す
）

　

４�

．１
～
３
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族
（
戦
没
者
の
死
亡
時

ま
で
、
引
き
続
き
１
年
以
上

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
）

支�

給
内
容　

額
面
25
万
円
の
５
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
平

成
17
～
21
年
度
に
積
極
的
勧
奨
の

差
し
控
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新

た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
従

前
と
同
様
に
接
種
で
き
ま
す
。

　

平
成
13
～
18
年
度
に
生
ま
れ
た

人
は
、
平
成
17
～
21
年
度
に
日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
母
子
健
康

手
帳
な
ど
を
確
認
し
、
下
表
に

沿
っ
て
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
平
成
13
年
６
月
２
日
～
平
成

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、

20
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
、
日

本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
令
和
３
年
度
中
は
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
不
足

し
ま
す
。
供
給
不
足
の
間
は
、
１

期
１
回
目
と
２
回
目
、
接
種
年
齢

の
上
限
が
近
づ
い
て
い
る
人
の
接

種
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※�

予
診
票
の
再
発
行
が
必
要
な
人

は
、
母
子
健
康
手
帳
を
用
意
し

て
、
保
健
課
、
子
育
て
支
援
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に

お
こ
し
く
だ
さ
い

申�

請
窓
口　

福
祉
課
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　

口
の
中
の
細
菌
が
出
す
タ
ン
パ

ク
分
解
酵
素
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
を
促
進

し
ま
す
。
特
に
歯
周
病
菌
は
強
い

タ
ン
パ
ク
分
解
酵
素
を
持
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
生
活
で
、
会
話
の
減
少

や
口
呼
吸
に
よ
る
口
の
中
の
乾
燥

な
ど
で
、
む
し
歯
に
な
る
リ
ス
ク

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

口
内
衛
生
が
乱
れ
る
と
、
腸
内

細
菌
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
、
全

身
の
免
疫
力
が
低
下
す
る
危
険
性

が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
管
理
に
、
セ
ル
フ

ケ
ア
と
歯
科
医
療
機
関
で
の
治
療

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

�

（
引
用
：
日
本
歯
科
医
師
会
）

問 
福
祉
課 

厚
生
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

第
11
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

問 

保
健
課☎

７
７
３
・
６
８
１
１

日
本
脳
炎
予
防
接
種

問 

保
健
課☎

７
７
３
・
６
８
１
１

６
月
は
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

感
染
予
防
の
た
め
に
お
口
の

健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

●１期接種（合計３回）

生年月日 １期の標準的な接種

平成19年４月２日
以降

３歳時に２回（６日以上の間隔をあける）、その後おおむね１年をおいて（４歳時）１回 
※３回目は、２回目から６か月を経過していれば接種可。７歳半が接種期限です。
　�期限内に、不足回数を接種しましょう。平成 19 年４月２日～平成 21 年 10 月１日
生まれの人は、１期に限り特例で９歳以上 13 歳未満でも接種可

平成13年６月２日～
平成19年４月１日

未接種の人は、不足回数を接種しましょう。
※郵送した接種券をご利用ください。20 歳以上になると、全額自費となります

●２期接種（１回）

生年月日
２期の標準的な接種

１期（全３回の接種）終了後、９歳から 10 歳に達するまでに１回接種する

平成19年４月２日
以降

９歳のときに１回。９歳の誕生月前月に接種券を郵送します。
（令和３年度９歳になる人には、令和４年度に接種券を郵送します）

平成13年６月２日～
平成19年４月１日

１期が未完了の人は、２期は接種できません。
１期が完了した人は、２期の接種についてご相談ください。

平成13年６月２日～
平成19年４月１日

１期が完了したら、２期を接種しましょう。郵送した接種券をご使用ください。�
※ 20 歳以上になると、全額自費となります

※�合併前の旧町の予診票も使用できますが、接種券のないものは使用できません。市役所窓口で再発行を
受けてください。この表にない場合でも、医療機関において任意（全額自費）で接種可
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月 火 水 木 金 土 日

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

来院時はマス
ク着用をお願
いします。

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休  診 休  診

７日 ８日 ９日 10 日 11 日 12 日 13 日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診

14 日 15 日 16 日 17 日 18 日 19 日 20 日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休　診 休  診

21 日 22 日 23 日 24 日 25 日 26 日 27 日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 髙橋 休診 休  診

28 日 29 日 30 日 　城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。 
　送迎希望は、電話か窓口でお申し込みください。 
　（送迎は午前中のみ）　◎休　診 田　中 髙　橋

６月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

【問合せ】　城内診療所　☎ 775･2009

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
ひ
と
り
で
も
で
き
る

身
近
で
簡
単
な
運
動
で
す
。
市
内

に
は
、
新
潟
県
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ロ
ー
ド
に
登
録
さ
れ
た
６
つ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
活
動
が
制
限
さ
れ
、
運
動
不
足

や
高
ス
ト
レ
ス
状
態
が
続
く
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
不

足
の
解
消
や
気
分
転
換
、
ス
ト
レ

ス
解
消
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー

ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※�

集
団
で
の
行
動
を
避
け
、
マ
ス

ク
な
ど
の
感
染
予
防
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う

天
地
人
上
田
の
庄
・
登
川
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド

　

登
川
河
川
公
園
を
起
点
に
沢
口

橋
ま
で
の
登
川
沿
い
を
歩
く
自
然

豊
か
な
約
３
．５
㎞
の
コ
ー
ス
。

ゆ
き
ぐ
に
牧
之
通
り
ま
ち
歩
き

コ
ー
ス

　

鈴
木
牧
之
記
念
館
を
発
着
と

し
、
長
恩
寺
、
牧
之
通
り
、
雪
の

結
晶
タ
イ
ル
、
塩
沢
つ
む
ぎ
記
念

館
、
機
屋
小
路
を
歩
く
、
約
２
．

６
㎞
の
コ
ー
ス
。

天
地
人
坂
戸
城
址
・
銭
淵
公
園

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

　

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備

さ
れ
た
銭
淵
公
園
内
を
歩
く
約

１
．２
㎞
の
コ
ー
ス
。

六
日
町
駅
前
通
り
・
兼
続
地
区
ま

ち
歩
き
コ
ー
ス

　

六
日
町
駅
を
発
着
と
し
、
お
六

と
桂
姫
の
像
、
直
江
兼
続
公
伝
世

館
、
兼
続
通
り
を
歩
く
歴
史
や
自

然
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
約
３
．５
㎞
の
コ
ー
ス
。

八
色
の
森
公
園
コ
ー
ス

　
「
健
康
の
杜
」
計
画
に
よ
り
整

備
さ
れ
た
散
策
型
公
園
内
を
歩
く

約
４
㎞
の
コ
ー
ス
。

天
地
人
毘
沙
門
堂
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス

　

八
色
の
森
公
園
を
発
着
と
し
、

魚
野
川
を
渡
り
、
毘
沙
門
堂
を
歩

く
約
３
．４
㎞
の
コ
ー
ス
。

※�

新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
紹
介

し
て
い
ま
す

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
南
魚
沼
市

健
康
ポ
イ
ン
ト

１
日
１
ポ
イ
ン

ト
の
対
象
で
す
。

問 

保
健
課☎

７
７
３
・
６
８
１
１

新
潟
県
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
活
用
し
よ
う
！

※ 4 月から受付・診療時間が変わっています
◎毎月の第 4 月曜日は休診となります。

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

午前：月～土曜日　  〈受付〉 8：00～11：00　〈診療〉 9：00～
午後：月、水～金曜日 〈受付〉 12：30～15：00　〈診療〉 13：30～
　　　火曜日　　　   〈受付〉 12：30～15：30　〈診療〉 14：00～

受付・診療時間
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　

６
月
中
旬
に
「
介
護
保
険
料
決

定
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
年

間
の
保
険
料
額
や
納
め
方
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料

　

保
険
料
は
、
高
齢
者
人
口
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
用
や
利
用
者
数
の

推
計
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

市
の
令
和
３
年
度
保
険
料
の
基

準
額
は
、
年
額
７
６
，９
０
０
円

で
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　

大
き
く
分
け
て
特
別
徴
収
と
普

通
徴
収
の
２
種
類
の
納
め
方
が
あ

り
ま
す
。

特�

別
徴
収
…
年
金
天
引
き
に
よ
る

納
付
（
全
６
回
）

普�

通
徴
収
…
口
座
振
替
か
納
付
書

に
よ
る
納
付
（
全
10
回
）

　

基
本
的
に
は
特
別
徴
収
で
す

が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

 

・��

65
歳
に
な
っ
て
か
ら
６
～
８
か

月
以
内
の
人

 

・��

南
魚
沼
市
に
転
入
し
て
か
ら
６

～
８
か
月
以
内
の
人

 

・��

年
金
を
担
保
に
融
資
を
受
け
て

し
て
３
割
以
上
減
少
し
、
事

業
収
入
な
ど
に
係
る
所
得
以

外
の
前
年
の
所
得
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

40
歳
～
64
歳
の
人
（
第
２
号
被
保

険
者
）
の
保
険
料

　

加
入
の
医
療
保
険
料
（
国
民
健

康
保
険
、職
場
の
健
康
保
険
な
ど
）

に
介
護
保
険
料
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

64
歳
の
人
は
、
65
歳
に
な
る
前

月
分
ま
で
を
月
割
り
で
納
め
ま

す
。（
65
歳
以
上
の
保
険
料
と
重

複
は
あ
り
ま
せ
ん
）

い
る
人

 

・��

年
金
の
収
入
額
が
年
額
で
18
万

円
未
満
の
人

 

・��

令
和
２
年
度
の
保
険
料
額
が
年

度
の
途
中
で
大
幅
に
減
っ
た
人

　

ま
た
、
年
度
の
途
中
で
保
険
料

が
増
額
に
な
る
人
は
増
額
分
の
み

普
通
徴
収
に
な
り
、
保
険
料
が
減

額
に
な
っ
た
人
は
特
別
徴
収
が
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
手
続
き
を
し
た

翌
月
か
ら
振
替
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
手
続
き
を
し
た
月
は
、
納
付

書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
減
免

　
「
被
災
し
た
」「
著
し
い
収
入
の

減
少
が
あ
っ
た
」「
債
務
返
済
を

目
的
に
財
産
を
譲
渡
し
た
」
場
合

や
、
保
険
料
が
１
～
３
段
階
の
人

で
、
特
に
生
活
に
困
っ
て
い
る
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
減

額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
た
人
の
減
免

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者

が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減

免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

 

・��

死
亡
や
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

 

・��

事
業
収
入
な
ど
が
前
年
と
比
較

問 
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

☎
７
７
３
・
６
６
７
５

南
魚
沼
市
の
「
介
護
保
険
料
」

はい
いいえ

 　令和２年度に引き続き、消費税増税に伴う負担の増
加を考慮して、１～３段階の保険料を軽減します。軽
減は自動的に適用しますので、申請は不要です。

 

あなたの保険料年額は？

ス
タ
ー
ト

保険料は、世帯の市民税課税状況や前年の所得などに応じて11段階に分かれています。

生活保護を
受けていま
すか

世帯内に市民
税が課税され
ている人がい
ますか

本人に市民税
が課税されて
いますか

老齢福祉年
金を受給し
ていますか

前年の合計所
得金額と課税
年金収入額の
合計が80万円
以下ですか

前年の合計所
得金額と課税
年金収入額が
120万円を超
えていますか

前年の合計所得金
額と課税年金収入
額の合計が80万円
以下ですか

前年の合計所得
金額が120万円
以上ですか

前年の合計所得
金額が210万円
以上ですか 前年の合計

所得金額が
320万円
以上ですか 前年の合計

所得金額が
450万円
以上ですか 前年の合計

所得金額が
600万円
以上ですか 第11段階 153,800円

第10段階 134,600円

第９段階 130,700円

第８段階 115,300円

第７段階 99,900円

第６段階 92,300円

第５段階 76,900円

第４段階 69,200円

第３段階 53,800円
          　  （軽減後）

第２段階 38,400円
          　  （軽減後）

第１段階 23,000円
          　  （軽減後）

基　準　額
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対
全
額
免
除

　

�

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

手
帳
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
の
所

有
者
が
世
帯
構
成
員
で
あ
り
、

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の

場
合

半
額
免
除

 

・��

視
覚
障
が
い
者
手
帳
、
聴
覚
障

が
い
者
手
帳
所
持
者
が
世
帯
主

で
受
信
契
約
者
の
場
合

 

・��

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
が
い
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
を
お
持
ち
の
人
が
世

帯
主
で
受
信
契
約
者
の
場
合

申
請
に
必
要
な
も
の

　

交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
・
印

鑑
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
お
客
様
番
号
の
わ

か
る
も
の

　

急
に
暑
く
な
る
初
夏
は
、
体
が

慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
熱
中
症
に

た
食
事
を
１
日
３
回
と
る
。
特

に
朝
食
は
抜
か
な
い

 

・��

早
め
の
就
寝
を
心
が
け
、
寝
不

足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

 

・��

暑
い
時
期
に
な
る
前
に
適
度
に

運
動
し
、
体
力
を
つ
け
て
お
く

 

・��

屋
外
で
、人
と
十
分
な
距
離（
２

メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
確
保
で
き

る
場
合
は
マ
ス
ク
を
は
ず
す

熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら

 

・��

涼
し
く
安
全
な
場
所
に
移
動
さ

せ
、
衣
服
を
緩
め
て
寝
か
せ
る

 

・��

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
な
ど
で
風

を
当
て
、
体
を
冷
や
す

 

・��

脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
な

ど
を
冷
や
し
、
可
能
で
あ
れ
ば

水
分
を
少
し
ず
つ
と
ら
せ
る

 

・��

意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
自

力
で
水
分
を
飲
め
な
い
場
合

は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ

　　

親
子
で
楽
し
く
参
加
で
き
る
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

日
７
月
10
日
㈯

注
意
が
必
要
で
す
。
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
気
温
や
湿
度
が
高

い
環
境
下
に
い
る
こ
と
で
体
内
の

水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
体
温
調
節
が
で
き
な
く
な

り
発
症
し
ま
す
。
め
ま
い
、
頭
痛

や
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
の
ほ
か
、

け
い
れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
が

お
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

運
動
な
ど
を
し
て
い
な
く
て
も
、

体
か
ら
は
１
日
約
２
．
５
リ
ッ
ト

ル
の
水
分
が
失
わ
れ
ま
す
。

　

室
内
で
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と

が
あ
り
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
病

気
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
注
意
が

必
要
で
す
。
二
日
酔
い
な
ど
の
体

調
不
良
の
と
き
も
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

 

・��

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
、
す
だ
れ

な
ど
を
上
手
に
使
う

 

・��

こ
ま
め
に
水
分
と
適
度
な
塩
分

を
と
る

 

・��

屋
外
で
は
気
温
に
注
意
し
、
体

を
締
め
付
け
な
い
涼
し
い
服
装

で
、
帽
子
や
日
傘
を
利
用
す
る

 

・��

作
業
中
や
外
出
時
は
適
度
に
休

憩
を
取
り
無
理
を
し
な
い

 

・��

日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

　

午
前
10
時
～
11
時

対�

２
か
月
～
１
歳
児
（
歩
き
始
め

る
前
）
と
母
親

内�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
赤
ち
ゃ

ん
と
マ
マ
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
タ

イ
ム

定
10
組
（
先
着
順
）

講�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ
ス

ト 

小
見
山
麻
紀
子
さ
ん

会
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」

申�

開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
、
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

振
込
日　

６
月
11
日
㈮

対
象
月　

２
月
～
５
月
分

手
当
の
支
給
月
額
（
児
童
一
人
当

た
り
）

３
歳
未
満
の
児
童

一
律 

１
５
，０
０
０
円

３
歳
～
小
学
６
年
生
の
児
童

　

第
１
・
２
子�

１
０
，０
０
０
円

　

第
３
子
以
降�

１
５
，０
０
０
円

中
学
生　

一
律�

１
０
，０
０
０
円

特�

例
給
付　

一
律 

５
，０
０
０
円

（
所
得
制
限
限
度
額
を
超
過
し

た
受
給
者
）

児
童
手
当
の
現
況
届

　

児
童
手
当
の
継
続
受
給
に
は
、

毎
年
６
月
１
日
の
現
況
を
届
け
出

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
へ
６
月
上
旬
に
現
況
届

を
送
付
し
ま
す
。
期
限
内
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
と
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。

〆
６
月
30
日
㈬

　　

発
達
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の

保
護
者
や
、
子
ど
も
の
育
て
に
く

さ
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
の
情
報

交
換
や
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

※�

保
育
士
に
子
ど
も
を
預
け
て
参

加
で
き
ま
す

日
６
月
29
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時

会
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」

内
臨
床
心
理
士
か
ら
話
を
聞
こ
う

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

問
・
申 
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
減
免

問 

保
健
課☎

７
７
３
・
６
８
１
１

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

問 

保
健
課☎

７
７
３
・
６
８
１
１

熱
中
症
を
防
ご
う

問
・
申 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
・
７
７
５
４

子
育
て
支
援
学
習
会

子
育
て
・
教
育

問 �

子
育
て
支
援
課 

子
育
て

応
援
係☎

７
７
３
・
６
８
２
２

６
月
は
児
童
手
当
・ 

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す
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調
整
期
間

　

７
月
10
日
㈯
～
11
月
30
日
㈫

※�

調
整
会
議
の
参
加
に
は
、
利
用

団
体
登
録
が
必
要
で
す

六
日
町
地
域
の
体
育
施
設

日
６
月
８
日
㈫　

午
後
７
時
～

会�
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
２
階 

ア
リ
ー
ナ

塩
沢
地
域
の
体
育
施
設

日
６
月
９
日
㈬　

午
後
７
時
～

会
塩
沢
公
民
館
１
階 
講
堂

大
和
地
域
の
体
育
施
設

日
６
月
10
日
㈭　

午
後
７
時
～

会
大
和
公
民
館
２
階 

大
会
議
室

第
17
回
さ
わ
や
か
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大

会日
６
月
13
日
㈰

第
17
回
南
魚
沼
市
長
杯
ジ
ュ
ニ
ア

ジ
ャ
ン
プ
大
会
（
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン

プ
体
験
含
む
）

日
６
月
20
日
㈰

※�

参
加
費
の
返
金
に
つ
い
て
は
、

大
会
事
務
局
か
ら
個
別
に
ご
連

絡
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ

問 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３
・
６
６
３
０

体
育
施
設
の
利
用
調
整

会
議
を
開
催
し
ま
す

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949-6611 南魚沼市坂戸372  ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773・6620　スポパラ☎773・3210

６月の休館日：毎週月曜日

ディスポート南魚沼

ディスポート南魚沼 夏期延長営業 開始

日６月６日～８月29日の日曜日・祝日とお盆期間
　（８月 13 日㈮～ 16 日㈪）

真夏のナイトフィットネス教室

日７月 13 日～８月 31 日の火曜日
　（全８回）19：00 ～ 20：00
対 16 歳以上　　定 40 人（先着順）
費会員：2,400 円、一般：3,600 円
受付開始　６月８日㈫  ９：00 ～
※�ディスポートに設置の申込書にご記入の上、料
金を添えてフロントにお申し込みください

　（電話での受付はできません）
保険料　年会費・受講料に含まれています。
　（当該教室時のみ有効）

夏季短期　プール監視員募集中　※詳しくは、お問い合わせください

施　設
日曜・祝日 

夏期延長営業時間

 プール 10：00 ～ 18：00

トレーニングルーム
アリーナ
ランニングトラック
スラックラインパーク

９：00 ～ 18：30

問 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３
・
６
６
３
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

スポーツ行事など
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市民のスポーツ奨励 棚村基金推奨金

令和２年度奨励選手の紹介（国際大会出場と全国大会８位以内の選手）

件数 合計金額

77 件 1,110,000 円

【問合せ】生涯スポーツ課　☎７７３・６６３０

　市では、国内外で開催される競技会（主に全国大会）に出場する市
内在住の選手・団体に、推奨金を支給しています。支給基準や申請方
法は、市ウェブサイトをご覧になるか、生涯スポーツ課にお問い合わ
せください。

令和２年度の支給実績

氏　名 出　場　大　会　名 種　目 成　績

吉
よし

田
だ

　晴
はる

稀
き

第 98 回全国高校サッカー選手権大会 サッカー ３位

松
まつむら

村　晟
せ れ

怜 第 99 回全国高校サッカー選手権大会 サッカー ３位

佐
さ

藤
とう

　瑠
る み

海 全国中学生陸上競技大会 2020 陸上 200m　B決勝８位

小
こ

林
ばやし

　萌
もえ

子
こ

第 35 回全日本学生チャンピオンスキー大会 クロスカントリー 10 ㎞クラシカル１位

関
せき

　　照
しょう

永
えい

JOC ジュニアオリンピックカップ 2021 クロスカントリー 4 × 5 ㎞リレー２位

関
せき

　綜
そういちろう

一朗

第 33 回全国高等学校選抜スキー大会 クロスカントリー 10 ㎞フリー１位、15 ㎞クラシカ
ル 5位、1.2 ㎞スプリント４位

第 70 回全国高等学校スキー大会 クロスカントリー 10 ㎞フリー３位、10 ㎞クラシカ
ル６位、4× 10kmリレー１位

我
わが

田
た

　　柊
しゅう 第 33 回全国高等学校選抜スキー大会 クロスカントリー 15 ㎞クラシカル８位

第 70 回全国高等学校スキー大会 クロスカントリー 4 × 10kmリレー１位

羽
は

吹
ぶき

　唯
ゆい

人
と

第 99 回全日本スキー選手権大会 クロスカントリー 10 ㎞クラシカル５位、
15 ㎞フリー６位

FIS　U23　world ski champion ships クロスカントリー スプリントクラシカル 44 位、
15kmフリー 44 位

佐
さ

藤
とう

進
しん

太
た

郎
ろう

第 98 回全日本スキー選手権大会 アルペンスキー 大回転８位

牧
まき

野
の

　　桃
もも 第 75 回国民体育大会冬季大会スキー競技会 アルペンスキー 大回転１位

第 69 回全国高等学校スキー大会 アルペンスキー 大回転１位、スラローム１位

片
かたやま

山　大
たい

斗
と

ゴールドウィンFIS ユースジャパンカップ 2021 アルペンスキー U14　大回転１位

外
と や

谷　若
わか

菜
な

ゴールドウィンFIS ユースジャパンカップ 2021 アルペンスキー U16　大回転 11 位

阿
あ べ

部　杏
あんじゅ

樹 ゴールドウィンFIS ユースジャパンカップ 2021 アルペンスキー U14　大回転９位

山
やまもと

本　天
あま

嶺
ね

第 70 回全国高等学校スキー大会 アルペンスキー 大回転７位

佐
さ

藤
とう

未
み ら あ

來亜
JOC ジュニアオリンピックカップ 2021 アルペンスキー 大回転１位

ゴールドウィンFIS ユースジャパンカップ 2021 アルペンスキー 大回転 20 位

山
やま

田
だ

佳
か な こ

菜子 第 18 回全日本スノーボード技術選手権大会 スノーボード ５位

石
いし

田
だ

　暖
あ た る

流 第 39 回全日本スノーボード選手権大会 スノーボード ２位
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　　　　　㊊～㊎ 9：30～20：00（㊏㊐㊗ 
　19：00まで）　休館:３日㈭、17日㈭

　　　　　☎７８２・０１００
　9：00～20：00（㊊㊏㊐㊗ 17：00まで）
　休館:７日㈪、８日㈫

　　　　　☎７７７・４６７１
　㊋～㊐ ㊗ 9：00～19：00 休館：毎週月曜日

６月の開館日時

～
11
時
、
午
後
２
時
～
２
時
30

分
会
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
い
き
も
の
」

内
大
型
絵
本
「
ぴ
よ
ー
ん
」
ほ
か

定
30
人
（
先
着
順
）

対
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

出
演　

ふ
う
せ
ん
の
会

仲
良
し
な
織
り
姫
と
彦
星
を
つ
く

ろ
う
！

日
６
月
25
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
大
和
公
民
館

内�

手
袋
人
形
、ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
、

絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手

遊
び
、
歌
、
工
作
な
ど

対
乳
幼
児
・
保
護
者

費
無
料

※�

電
話
か
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
参
加
人

数
に
よ
っ
て
は
当
日
参
加
も
可
）

巡
回
図
書
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

５
月
20
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
大
和
図
書
室
は

６
月
17
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定

定
30
人
（
先
着
順
）

日
毎
週
水
曜
日　

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

内�

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な
い
い

な
い
ば
あ
」
な
ど
、
乳
幼
児
向

け
の
絵
本
の
読
み
き
か
せ
。

対
乳
幼
児
・
保
護
者

日
６
月
６
日
㈰

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

対
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

「
ウ
ル
ト
ラ
重
機
大
図
鑑
～
運
ぶ
・

吊
る
」

日�

６
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分
（
60
分
）　

会
図
書
館 

多
目
的
室

対
子
ど
も
・
一
般

定
30
人
（
先
着
順
）

日�

６
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

※�

新
着
図
書
は
館
内
か
、
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

《
よ
み
も
の
》

 

・
泳
ぐ
者�

青
山　

文
平

 

・
花
下
に
舞
う�

あ
さ
の
あ
つ
こ

 

・
正
欲�

朝
井
リ
ョ
ウ

 

・
道
連
れ
彦
輔
居
直
り
道
中

�

逢
坂　
　

剛

 

・
本
日
も
晴
天
な
り

�

梶　

よ
う
子

 

・
大
義�

今
野　
　

敏

 

・
キ
ネ
マ
の
神
様�

原
田　

マ
ハ

 

・
ど
の
口
が
愛
を
語
る
ん
だ

�

東
山　

彰
良

 

・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト�

湊　

か
な
え

 

・
魂
手
形�

宮
部
み
ゆ
き

 

・�

つ
ま
ら
な
い
住
宅
地
の
す
べ

て
の
家�

津
村
記
久
子

 

・
こ
こ
ろ
の
散
歩�

五
木　

寛
之

 

・
愛
は
魂
の
奇
蹟
的
行
為
で
あ
る

�

な
か
に
し
礼

 

・
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
マ
リ
コ

�

林　

真
理
子

 

・
お
じ
さ
ん
は
ど
う
生
き
る
か

�

松
任
谷
正
隆

 

・
ベ
ン
チ
の
足�

佐
藤　

雅
彦

 
・
む
し
ろ
、
考
え
る
家
事

�

山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

 

・
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー　

上
・
下

�

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ

《
そ
の
他
》

 

・
イ
ド
コ
ロ
を
つ
く
る

�

伊
藤　

洋
志

 

・
ラ
ジ
オ
深
夜
便
わ
が
心
の
人

�

迎　

康
子
／
聞
き
手

 

・�

い
や
で
す
、
だ
め
で
す
、
い
き

ま
せ
ん�

清
永　

奈
穂

 

・�

健
康
診
断
の
結
果
が
や
ば
い
と

感
じ
た
ら
最
初
に
読
む
本

�

小
橋
隆
一
郎

 

・
実
践
！
介
護
フ
ッ
ト
ケ
ア

�

西
田　

壽
代

 

・�

免
疫
は
発
酵
食
品
で
ぐ
ん
ぐ
ん

あ
が
る�

金
城　
　

実

 

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
入
門

�

栗
岡　

理
子

 

・
梅
干
し
を
漬
け
て
わ
か
る
こ
と

�

有
元　

葉
子

 

・�

森
永
卓
郎
の「
マ
イ
ク
ロ
農
業
」

の
す
す
め�

森
永　

卓
郎

 

・�

環
境
・
資
源
・
健
康
を
考
え
た

土
と
施
肥
の
新
知
識

�

後
藤　

逸
男

 

・�

植
物
と
暮
ら
す
12
カ
月
の
楽
し

み
方

�

ガ
ー
デ
ン
ス
ト
ー
リ
ー

 

・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
楽
し
む
本

�

成
美
堂
出
版
編
集
部

 

・
そ
れ
で
も
僕
は
歩
き
続
け
る

 �

田
中　

陽
希

 

・「
超
」
英
語
独
学
法

�

野
口
悠
紀
雄

　
「
食
育
月
間
」「
環
境
月
間
」「
歯

と
口
の
衛
生
週
間
」「
６
月
の
く

ら
し
」「
父
の
日
」「
本
×
時
（
と

き
）」
な
ど
の
本
を
展
示
し
ま
す
。

「
に
っ
ぽ
ん
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
１
０
０
」

日�

６
月
10
日
㈭　

午
前
10
時
～
正

午
（
１
１
６
分
）

会
図
書
館 

多
目
的
室

対
一
般
・
高
齢
者

プ
ラ
チ
ナ
D
V
D
上
映
会

新
着
図
書
の
一
部
を
紹
介

問
・
申 
南
魚
沼
市
図
書
館

☎
７
７
３
・
６
６
７
７

南魚沼市

大　　和

塩　　沢

図 

書 

館

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

テ
ー
マ
展
示

読
書
の
つ
ど
い

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

絵
本
の
へ
や

お
は
な
し
の
じ
か
ん

幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」
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鈴木牧之記念館
開館 ９ ：00 ～ 16：30
６月の休館：毎週火曜日

☎・Ｆ 782·9860　URL http : //www.6bun.jp/bokushi/

¥  大人 500 円 / 小中高 250 円（市内の小中学生は無料）

北越雪譜いろはかるたから
「けふこえて」の「こ」

「氷をきな粉で食べる夏の峠」

　『北越雪譜』出版のため、
塩沢に向かった山

さんとうきょうざん

東京山・
京
きょうすい

水親子は、三国峠の茶店で、
雪の氷を削ってきな粉をかけ
たものを見て驚きました。

池田記念美術館

南魚沼市民会館

開館９：00 ～ 17：00（入館終了 16：30）

受付 ８：30 ～ 17：15

６月の休館：毎週水曜日

６月の休館：毎週月曜日

☎ 780･4080  Ｆ 777･3815  URL http://www.ikedaart.jp

¥  一般 500 円／高校生以下無料

☎ 773·5500　Ｆ 772·8161　URL http : //www.6bun.jp/kaikan/

日本雑誌協会スポーツ報道写真展　平成アスリート戦記
期７月 12 日㈪まで
　1992 年のバルセロナ大会から 2018 年の平

ぴょんちゃん

昌冬
季大会までに開催されたオリンピックでの日本選
手の活躍を写真で振り返ります。1964 年東京大会
ゆかりの資料も展示します。

市民無料の日：８日㈫、18 日㈮、28 日㈪

桂林山水・霧・水上よりB

今泉記念館アートステーション
開館９：00 ～ 17：00（入館 16：30まで）

６月の休館：16日㈬～25日㈮
☎ 783･4500  Ｆ 783･3388
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/

¥  一般 500 円 / 小中高 250 円

ピカソとシャガール　混
こんとん

沌を切り開いた先駆者たち
　大きな戦争が二度も起きた 20 世紀の激動の時代
に、芸術活動に全力を注いで生き抜き、後に巨匠と呼
ばれた二人の芸術家と、彼らに影響を受け共にパリで
作品を描き続けた芸術家たちの作品を展示します。

トミオカホワイト美術館
開館９：00 ～ 17：00（入館終了 16：30)

６月の休館：毎週水曜日
☎ 775･3646　Ｆ 775･3650　URL http://www.6bun.jp/white/

¥  一般 500 円 / 小中高 250 円（市内の小中学生は無料 )

富岡惣一郎 「霧」

高
た か や

屋肖
しょうてつ

哲・千児観音チャリティー美術展

南こうせつコンサートツアー 2021 ～いつも歌があった～

期７月６日㈫まで
　霧に包まれた中国の桂林
は、まるで水墨画のようです。
富岡は桂林を上空、水上、地
上から取材し、油絵で表現し
ました。取材時のスケッチも
展示しています。

　作品発表の場として、スペースを貸し出していま
す。気軽にお問い合わせください。

　パプアニューギニアを中心とする南太平洋地域の
島々は、独自の文化を発達させてきました。今では、
パプアニューギニアからの持ち出しが禁止されてい
る、貴重な民族美術のコレクションを多数展示します。

　日本のフォークソング界の先駆者として絶大な支
持を受けている南こうせつが 12 年ぶりに南魚沼に
登場！名曲の数々をお聴きください。
日６月 20 日㈰　開演 17：00
　（開場 16：00）
会市民会館 大ホール
チケット　全席指定 6,800 円
※未就学児入場不可
　市民会館・会館プレイガイドで好評発売中。

常設展
企画展

～彫る 摺る 画く～「棟方志功の世界」

期 11 月７日㈰まで（６月 26 日㈯から展示
　　       を替えて第２期を開催）

文化施設

期６月４日㈮～７月５日㈪
　狩

か の う

野芳
ほうがい

崖の弟子で、日本画家の高屋肖哲の「千
児観音図」と、医療法人萌気会前理事長の黒岩卓
夫氏が所蔵する未発表作品を展示。コロナ禍で苦
しむ人々への支援を目的に開催します。

「ギャラリー」利用者募集

南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）

中澤卓也コンサート 2021 ～艶歌をあなたへ～
　演歌・歌謡界の超新星 中澤卓也が艶やかな歌声
を南魚沼に響かせます。
日９月５日㈰　開演 14：00
　（開場 13：00）
会市民会館 大ホール
チケット　全席指定 5,500 円
※未就学児入場不可
　７月４日㈰から市民会館・会館プレイガイドで発売。
　賛助会員は６月 27 日㈰から市民会館で先行販売。
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　

地
域
の
中
心
と
な
る
担
い
手

（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
記
載
さ
れ

た
農
業
者
）
や
認
定
農
業
者
な
ど

が
、
効
率
的
な
農
作
業
を
行
う
た

め
に
実
施
す
る
小
規
模
水
田
の
畦

抜
事
業
の
実
施
に
係
る
経
費
を
補

助
し
ま
す
。

対�

交
付
決
定
日
～
令
和
４
年
３
月

31
日
㈭
に
、
薮
神
・
大
巻
・
六

日
町
・
塩
沢
・
石
打
地
区
内
の

「
田
」
地
目
で
登
記
さ
れ
て
い

る
農
地
の
整
備
（
地
区
外
の
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※�

土
地
改
良
法
に
基
づ
く
ほ
場
整

備
事
業
を
完
了
し
た
年
度
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
８
年
を
経

過
し
て
い
な
い
ほ
場
や
、
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
場
は
対

象
外

補�

助
額　

事
業
費
の
１
／
２
以
内

（
限
度
額
40
万
円
）

〆
６
月
25
日
㈮

申�

事
業
申
込
書
を
農
林
課
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
農

持
ち
し
な
い
食
品
や
冷
蔵
・
冷

凍
保
存
食
品
の
販
売
業
な
ど 

※�

農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産

物
の
み
を
販
売
す
る
場
合
は
対

象
外

日�

７
月
６
日
㈫
、
16
日
㈮
、
19
日

㈪　

午
後
２
時
～
４
時

会
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階 

　

講
堂

定
各
回
40
人
（
先
着
順
）

申�

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

　

各
農
家
が
作
成
し
た
水
稲
生
産

実
施
計
画
書
に
基
づ
き
、
経
営
所

得
安
定
対
策
な
ど
の
交
付
金
対
象

作
物
の
作
付
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
、
現
地
で
確
認
し
ま
す
。

　

確
認
の
際
、
農
地
以
外
の
私
有

地
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

期
６
月
下
旬
～
７
月
中
旬

※
月
～
金
曜
日
の
日
中
に
実
施

作
業
実
施
機
関
　

　

�

農
業
再
生
協
議
会
、南
魚
沼
市
、

み
な
み
魚
沼
農
業
協
同
組
合

林
課
で
配
布
）

※�

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
地
域

の
中
心
と
な
る
担
い
手
（
人
・

農
地
プ
ラ
ン
に
記
載
さ
れ
た
農

業
者
）
を
優
先
し
て
採
択
し
ま

す
。
採
択
後
に
、
交
付
申
請
書

を
土
地
改
良
区
経
由
で
農
林
課

に
ご
提
出
く
だ
さ
い

　

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
保
健
所
の
食
品
営
業
許

可
が
不
要
だ
っ
た
人
も
保
健
所
へ

届
出
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
届

出
が
必
要
と
な
る
業
種
な
ど
の
人

を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対

 

・
製
造
・
加
工
業

　

�

農
産
物
加
工
業
、
精
穀
・
製
粉

業
、
卵
選
別
包
装
業
、
菓
子
種

製
造
業
な
ど

※�

蜂
蜜
の
精
製
、
ぜ
ん
ま
い
の
水

煮
、
焼
き
芋
な
ど
の
製
造
販
売

を
行
う
場
合
は
対
象

 

・
販
売
業

　

�

米
穀
・
野
菜
果
物
販
売
業
、
日

上
の
原
花
菖
蒲
ま
つ
り

期
日
　
７
月
上
旬

問�

上
の
原
花
菖
蒲
ま
つ
り
実
行
委

員
会

☎
７
７
２
・
３
７
４
４

塩
沢
ま
つ
り

期
日
　
７
月
14
日
㈬
～
16
日
㈮

問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
５

南
魚
沼
市
兼
続
公
ま
つ
り

期
日
　
７
月
17
日
㈯
～
19
日
㈪

問
南
魚
沼
市
観
光
協
会

☎
７
８
３
・
３
３
７
７

浦
佐
夏
祭
り

期
日

　
７
月
18
日
㈰
～
19
日
㈪

問
大
和
観
光
協
会

☎
７
７
７
・
３
０
５
４

塩
沢
地
域
ゴ
ル
フ
大
会

期
日

　
６
月
末

問
ジ
ェ
フ
・
ゴ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

☎
７
８
２
・
９
９
３
８

南
魚
沼
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
８
月
下
旬

問
株
式
会
社
ロ
ー
テ
ッ
ク（
有
馬
）

☎
７
７
２
・
２
０
５
４

大
和
地
域
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
８
月
２
日
㈪

問
・
申 

南
魚
沼
保
健
所

　

生
活
衛
生
課

☎
７
７
２
・
８
１
４
３

　

Ｆ
７
７
２
・
２
１
９
０

改
正
食
品
衛
生
法
説
明
会

掲 

示 

板

問
・
申 

農
林
課 
農
業
振
興
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
３

小
規
模
土
地
基
盤
（
畦
抜
）

整
備
事
業
の
受
付
開
始

問 

南
魚
沼
市
農
業
再
生
協
議
会

☎
７
７
３
・
３
２
３
１

交
付
金
対
象
作
物
の
現
地

確
認
を
実
施
し
ま
す

問 �

各
主
催
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
中
止
す
る
イ
ベ
ン
ト

問
大
和
観
光
協
会

☎
７
７
７
・
３
０
５
４

　

環
境
省
で
は
毎
年
６
月
を
環
境

月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
海

洋
汚
染
な
ど
目
に
見
え
な
い
環
境

問
題
が
年
々
進
行
し
て
い
ま
す
。

世
界
規
模
の
環
境
問
題
に
対
し
て

も
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
積
み
重

な
れ
ば
大
き
な
防
止
効
果
に
つ
な

が
り
ま
す
。
大
量
消
費
の
習
慣
を

見
直
し
、
各
家
庭
か
ら
地
球
に
や

さ
し
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

今
日
か
ら
で
き
る
地
球
に
や
さ
し

い
ア
ク
シ
ョ
ン

　
「
つ
け
っ
ぱ
な
し
」
を
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

照
明
器
具
や
テ
レ
ビ
を
つ
け
た

ま
ま
に
せ
ず
、
不
要
な
時
は
電
源

を
切
り
ま
し
ょ
う
。
地
球
に
や
さ

し
く
、
電
気
代
の
節
約
に
も
な
り

ま
す
。

　

天
気
の
良
い
日
の
夜
に
家
の
電

気
を
消
し
て
、
夜
空
を
観
察
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問 

環
境
交
通
課

☎
７
７
３

・

６
６
６
６

６
月
は
環
境
月
間
で
す
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上長崎保育園卒園式の様子

下長崎保育園卒園式の様子

　上長崎保育園は昭和 43 年の開設から、53 年間にわたり子どもたち
の健やかな成長を見守ってきました。閉園式では、卒園児３人がお礼
の言葉とともに、上長崎保育園の看板を市長に返還し、園児全員で色
鮮やかなこいのぼりを上田ふるさと協議会の事務局長に手渡しまし
た。最後に、園児全員で「さよならぼくたちのほいくえん」を歌い、
保育園にお別れをしました。
　下長崎保育園は昭和 48 年の開設から、48 年間にわたり地域の人た
ちに見守られながら、多くの子どもたちを育んできました。閉園式で
は、卒園児代表２人が市長に下長崎保育園の看板を返還しました。そ
れぞれの色や個性を大事に育んでほしいという願いを込めて、園児全
員で「きみイロ」を歌い、最後に「今までありがとうございました」
と保育園に別れを告げました。
　上長崎保育園と下長崎保育園はその歴史に幕を下ろし、４月から両
園を統合した「うえだ保育園」として、新たなスタートを切りました。

News みなみうおぬまニュースプラザPlaza

　

日
本
初
の
女
性
脚
本
家
で
、
当

市
出
身
の
水
島
あ
や
め
の
生
涯
を

ラ
ジ
オ
番
組
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
書
籍「
水
島
あ
や
め
の
生
涯
」

を
当
市
出
身
の
小
野
沢
裕
子
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
が
朗
読
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

お
聴
き
く
だ
さ
い
。

放
送
日
時

　

令
和
４
年
３
月
26
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
８

時
40
分
（
再
放
送
は
同
日
午
後
８

時
30
分
～
８
時
40
分
）

　

学
校
に
行
き
づ
ら
い
子
ど
も
を

持
つ
親
た
ち
が
、
な
ん
で
も
話
せ

る
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

毎
月
第
２
金
曜
日　

午
後
７
時

〜
９
時

会
大
和
公
民
館
２
階

※�

申
し
込
み
不
要
。
都
合
で
日
程

い
ま
す
。
総
苞
片
は
通
常
４
枚
で

す
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
園
芸
品
種

も
あ
り
ま
す
。

　

ド
ク
ダ
ミ
は
地
中
で
茎
が
広
が

り
、
除
草
し
て
も
茎
の
一
部
が
残

る
と
そ
こ
か
ら
繁
殖
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
非
常
に
や
っ
か
い

な
植
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
ド
ク
ダ
ミ
は
ゲ
ン
ノ

シ
ョ
ウ
コ
、
セ
ン
ブ
リ
と
と
も
に

三
大
民
間
薬
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ド
ク
ダ
ミ
は
10
以
上
の
効
能

が
あ
る
こ
と
か
ら
「
十じ
ゅ
う
や
く薬」
の
別

名
が
あ
り
ま
す
。
加
熱
す
る
と
臭

い
が
減
る
の
で
、
山
菜
と
し
て
天

ぷ
ら
な
ど
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
欧
州
で
は
東
洋
の

ハ
ー
ブ
と
し
て
人
気
が
あ
る
そ
う

で
す
。

変
更
す
る
場
合
あ
り
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　

�　

南
魚
沼
サ
ー
ビ
ス
店
会
様

か
ら
、
５
５
，０
０
０
円
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
力
店
な
ど
に
設
置
さ
れ
た

募
金
箱
に
、
お
客
様
か
ら
募

金
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

�　

ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物

な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ド
ク
ダ
ミ

　

公
園
の
園
路
な
ど
に
よ
く
に
見

ら
れ
る
植
物
で
す
。
白
い
花
び
ら

に
見
え
る
も
の
は
総そ
う
ほ
う苞
と
い
い
ま

す
。
葉
が
変
化
し
た
も
の
で
、
１

枚
を
総そ
う
ほ
う
へ
ん

苞
片
と
い
い
ま
す
。
本
当

の
花
は
花か

穂す
い

と
い
い
、
小
さ
く
て

花
び
ら
が
な
く
総
苞
の
上
の
部
分

に
た
く
さ
ん
ま
と
ま
っ
て
付
い
て

問 

八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０

・

４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

㊳

問
・��
申 

親
の
会
・
や
ま
と（
黒

岩
）☎

７
７
７
・
４
１
４
４

　

m
k
u
ro

iw
a
@

m
u
lo

.jp

不
登
校
親
の
会

問 

社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

☎
７
７
３
・
３
７
５
６

Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
ラ
ジ
オ
朗
読

番
組
「
水
島
あ
や
め
の
生
涯
」

上長崎保育園と下長崎保育園で、閉園式を行いました3月26日㈮
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　母国を連想するような、美しい山々に
囲まれた南魚沼の穏やかな環境が好きで

す。山岳国から来たので、八海山を登山したり、南魚沼を取り巻く自然環境
の美しさを眺めたりして楽しんでいます。

　雷龍の国、ブータン。経済的な豊かさよりも
精神的な豊かさを重んじる国民総幸福量の哲学

で知られ、世界で最も幸せな国ともいわれています。ブータンはカーボン
ニュートラル（二酸化炭素の排出量と吸収量が同じ）の維持だけでなく、世
界最先端のカーボンネガティブ（二酸化炭素の排出量より、吸収量がはるか
に多い）の国です。四季があり、伝統的なお祭りがたくさんある春と秋が、ブー
タンを訪れるにはいい季節です。観光地としては、雄大なタクツァン僧院が
有名です。代表料理は世界一辛いともいわれる

エマダツィ（チーズ入り唐辛子スープ）です。ぜひ赤米と一緒に食べてみ
てください。

　南魚沼市消防本部では、市民の
安心・安全を守るため、日ごろか
ら技術の向上をめざしてさまざま

な訓練を行っています。５月12日㈬、南魚沼
市消防署で新潟県消防救助技術大会（６月19
日㈯開催予定）に出場する隊員の署内選考会を
開催し、訓練の成果を発揮しました。

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長

林　

茂
男

無
罣
礙

国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

ペンジョールさん

シリーズ

第98回ブータン王国

私の国はこんなところ

南魚沼市に住んで感じたこと

■
発

行
日

2021年
6月

1日
　

第
199号

南
魚

沼
市

　
〒

949-6696 新
潟

県
南

魚
沼

市
六

日
町

180-1　
電

話
025・773・6660（代

表
）

■
発

　
行

総
務

部
　秘

書
広

報
課

■
編

　
集

2021.6
June

市
 報

編集後記

〇人口　54,958 人（－40 人）／男 26,884 人（－9）女 28,074 人（－31）　〇世帯数　20,117 戸（48）

市民の動き　令和３年４月末日現在　（　）は対前月比

今月の
表紙

　

人
口
減
少
問
題
に
思
う
（
後
編
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
新
し
い
働
き
方
な
ど
が

話
題
と
な
り
、
地
方
創
生
の
チ
ャ
ン
ス

到
来
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
大
い

に
関
心
が
あ
り
、
行
政
も
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
人
口
減
少
問
題
の

「
肝
は
別
」
で
は
な
い
か
。
や
る
べ
き
こ

と
は
二
つ
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

一
つ
は
、
よ
い
モ
デ
ル
に
学
ぶ
こ
と
。

人
口
８
，３
０
０
万
人
の
ド
イ
ツ
は
、
果

た
し
て
困
っ
て
い
る
の
か
。
日
本
と
国

土
面
積
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
大
敗
戦
か
ら

の
復
興
や
勤
勉
気
質
も
似
て
い
る
が
、

ド
イ
ツ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
道
路
・
鉄

道
網
だ
け
を
見
て
も
日
本
の
１
・
５
倍
、

人
の
移
動
や
物
の
輸
送
時
間
の
比
較
で

は
日
本
は
ド
イ
ツ
の
１
・
５
倍
か
か
る
と

も
。
主
要
先
進
国
の
中
で
最
も
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
の
は
日
本
だ

と
い
う
驚
き
。
混
迷
の
時
代
だ
か
ら
か
、

田
中
角
栄
待
望
論
が
ブ
ー
ム
で
す
。
今
、

も
し
田
中
さ
ん
だ
っ
た
ら
何
を
い
う

か
？
「
君
ッ
！
私
た
ち
が
額
に
汗
し
て
、

何
の
た
め
に
列
島
改
造
を
訴
え
、
高
速

道
路
網
を
巡
ら
さ
ん
と
し
た
の
か
！
」

と
、
あ
の
だ
み
声
で
一
喝
さ
れ
そ
う
で

す
。
首
都
圏
に
人
を
送
り
出
し
続
け
る

仕
組
み
か
ら
、
地
方
か
ら
首
都
圏
な
ど

に
通
え
る
世
の
中
に
。
国
策
で
通
勤
・

通
学
の
交
通
費
負
担
を
限
り
な
く
ゼ
ロ

に
近
づ
け
る
こ
と
、
百
の
議
論
よ
り
も

こ
の
一
手
で
地
方
が
一
変
す
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
何
よ
り
国
民
所
得
を

国
家
存
続
の
観
点
で
上
げ
る
こ
と
。
消

費
税
導
入
後
、
国
は
３
０
０
兆
円
の
法

人
税
減
税
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
実

は
、
不
況
下
で
そ
の
多
く
は
企
業
の
内

部
保
留
に
。
所
得
は
い
つ
し
か
先
進
国

の
中
で
最
下
位
。
少
子
化
の
最
大
の
原

因
は
、
結
婚
し
な
い
こ
と
だ
と
分
か
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
真
因
は
４
割
近
く

の
労
働
者
が
非
正
規
雇
用
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
も
。
結
婚
し
て
少
な
く
と
も
20

年
は
安
定
し
た
収
入
が
な
け
れ
ば
子
ど

も
を
持
つ
こ
と
は
難
し
い
。
企
業
の
理

論
で
は
困
難
な
こ
の
是
正
を
、
国
策
と

し
て
力
強
く
進
め
て
い
く
。
並
行
し
て
、

地
方
移
転
を
後
押
し
し
、
応
え
る
企
業

に
は
手
厚
い
法
人
税
減
免
な
ど
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
。

　

鬼
気
迫
る
、
肝
に
触
れ
る
本
物
の
議

論
が
さ
れ
な
い
も
の
か
。
田
中
さ
ん
な

ら
今
、
こ
の
こ
と
を
い
う
は
ず
だ
。
地

方
か
ら
生
気
を
取
り
戻
さ
な
く
て
は
。

　２０２１年も、６月で半分が終わりま
す。行動が制限される日々が続いていま

すが、身近でできることを楽しみ、今年の残り半分を有
意義に過ごしたいです。今は田んぼから聞こえるカエル
の鳴き声と、我が家の子どもたちの騒ぎ声を聴きながら
家で過ごし、梅雨明けを待ちたいと思います。（M．A）
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